
【取組内容】 「対話的な学び・構造化」をベースにした考えの深化
（①個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実）

喬木村立喬木第一小学校

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

３年・算数 ４年・道徳
６年・国語

喬木村の取り組む「対話的な学び」の過程
● 最初の自分の考えを入力
● 一覧表示された他者の考えのをじっくり読む
● 自分の考えに取り入れる／考えを更新する
● 自分の考えを再度アウトプット

構造化を取り入れた「対話的な学び」の過程
● 最初の自分の考えを入力
● 一覧表示された他者の考えのをじっくり読む

● 他者の考えからキーワードを抜き出し、丸で囲ったり、
矢印や線でつなげたりして、クラスの考えを構造化する

● 自分の考えに取り入れる／考えを更新する
● 自分の考えを再度アウトプット

Point

学年・教科によらず、段階や内容に合わせて実践ができる。友だちの考えをキーワード化し整理する過程が、より深い
思考につながり、自分の考えを再度入力する際には、多角的な視点から考えられた内容に深化されている。



【取組内容】 発達段階に応じたICTの活用（②情報活用能力の育成）

喬木村立喬木第一小学校

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

１年生・手書き

２年生・手書き入力⇒タイピング

６年生・タイピング／構造化

Point

学校全体で「対話的な学び」の推進をテーマに取り組んでいるため、文字入力が学習活動の前提に
なることを共通認識できており、低学年からのタイピング練習に職員が積極的に取り組めている

Point

低学年段階から、「自分の考えを画面上で共有する」「友だちの
考えをもとに自分の考えをよりよくする」ことに取り組んでいる
ため、自分の考えを開示することに抵抗感がなく、多様な考えを
ベースに学ぶ環境が整っている。



【取組内容】 教員の学び（研修）を促進するのツールの活用（④校務DX）

喬木村立喬木第一小学校

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

Point
授業と同じように、職員も自身の授業改善のテーマや取り組み、感想をスプレッドシートに一覧で入力し、お互いに参照し
ながら実践を深めている環境を整えた。実践の都度、情報の付け足しや書き換えを行えることで情報の更新がスムーズにな
った。また、校内公開の授業日程を入力することで、授業を見合うことを促進した。全員体制の研修推進に役立った。

①スプレッドシートによる教員の自己研究テーマ等の共有

②chatによる個別の研修や視察・学びの共有

Point
研修や視察の報告書を紙で回覧するのではなくチャット
スペースに投稿するようにした。回覧が早く、過去の資
料も検索ですぐにヒットするので利便性があがった。


